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３年学年だより 

３年 沖縄研修旅行                   校長代理 中澤 務  

ちむどんどん どんな時でも どんどん笑顔で Don’t give up! 

１０月５日～８日に、３年生は沖縄研修旅行に行きました。附属中生徒が沖縄

を目的地に出かけるのは初めてのことです。２日間のホームステイと SDGｓ

フィールドワーク、多文化共生・国際文化学習、まちなか English Quest

の活動はすべて英語で行われました。１１期生はこれまで培ってきたコミュニ

ケーションの力を存分に発揮し、ホストファミリーやインストラクターの皆さ

んと交流していました。３日目はホテルに宿泊し、夜は学年レクで大いに盛り

上がりました。４日目は国際通りで班別自主行動を楽しみました。 

２年 イングリッシュキャンプ Over The Border 副校長 本江聡美 

9 月 26 日～28 日に、２年生は新潟県津南町にてイングリッシュキャンプに

行きました。片道５時間ほどかかりましたが、バス車内のレクも英語を使ったも

ので、目標の１つである「100％English！」を達成しようという２年生の意気

込みを感じました。到着後は、自動販売機もない大自然の中で思いっきり体を

動かし、英語でコミュニケーションしてアクティビティやゲームをしました。これ

まで身に付けてきた「英語」を、「ことば」や「コミュニケーションの道具」として

たくさん使った３日間でした。 

実行委員が学年全員が楽しめるような工夫をちりばめていて、全員の協力

する姿勢もすばらしく、１２期生の成長や団結力を感じました。 

１年 あすチャレ！ジュニアアカデミー  校長代理 中澤 務 

 １０月２２日 ３、４校時１年生は、「あすチャレ！ジュニアアカデミー」 

（主催：日本財団パラスポーツサポートセンター）のプログラムを行いました。車いすフェン

シング日本代表笹島貴明選手が来てくださいました。「笹島選手と一緒に

遊ぶ」ために、どんなゲームを用意したらみんなが楽しめるか、グループで

熱心に話し合って考え、実際に笹島選手と一緒にゲームを試しました。また

そのゲームを改良するための意見を交換しました。笹島選手は２４歳の時

にスノーボード中にけがを負ったことから、車いすを使うことになった経緯

を話してくれました。どんなことにも興味をもってチャレンジする姿勢に１３

期生は関心を寄せ、笹島選手にたくさんの質問をしていました。 



 

 

 

  

 10 月 5日（土）から 8日（火）沖縄へ３泊４日の研修旅行に行ってきました。生徒たちは飛行機に乗る場

面から大盛り上がり。研修旅行中は、途中雨に降られることもありましたが、多くの時間を天候にも恵まれて、

楽しく充実した時間を過ごしました。特にホストファミリーとの時間は、「英語を学ぶ」「多文化を知る」といっ

た面でもとても有意義な時間、よい経験になったことと思います。この経験も活かしながら本校が目指す

「グローバル人材」に向けて、これからも歩みを止めずに成長していってほしいと思います。 

以下、実行委員の振り返りと写真で沖縄研修旅行の様子をお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

沖縄研修旅行 
～ちむどんどん～ 

 



第一に、無事に研修旅行を終えることができてほ
っとしています。最初の委員会の際、研修旅行当日
までのやることが多く、先行きが見通せない不安を
感じたことを覚えています。しかし、実際に仕事に
着手していくと自分達で物事を考えるのは案外楽
しいことに気付け、回を重ねるごとに旅行へのワク
ワクが増すばかりでした。当日には最初のセレモニ
ーの司会をしましたが楽しんで終えることができ
ました。学年の皆の笑顔も見られて、実行委員とし
て嬉しさでいっぱいです。（    ） 

初めての委員会活動で、人前で話すことはとても
緊張したけれど、周りの人たちに助けてもらいなが
ら自分の全力を尽くせたと思います。沖縄ではホス
トファミリーの人に様々な所に連れて行ってもら
ったり、ホテルでレクをしたりできてとても楽しか
ったです。最初は英語を話せるか心配だったけれ
ど、その場の雰囲気に合わせて乗り越えられて良か
ったです。この経験を活かして、これからは怖がら
ずにいろいろな国の人とも話せるようにしていき
たいです。（    ） 

 みなさん沖縄お疲れ様でした。ホームステイやら
ロゲイニングやら色々と楽しめたでしょうか？忘
れられない思い出になっていたら嬉しいです。実行
委員の集まりでは、何かと決め事が多かったので、
個人的には本当にこれでいいのかな、と心配なこと
が多々ありました。けれど、いざ沖縄研修旅行を迎
えてみると楽しそうにはしゃいでいる人も多くて
安心しました。１１期生全員のおかげで研修旅行を
全力で楽しめたんじゃないかなと思います。ありが
とうございました。（    ） 

沖縄研修旅行お疲れ様でした！初めてのことば
かりで不安だらけだったけれど委員のみんなや先
生方、そして学年のみんなのおかげで無事に終える
ことができて本当に良かったです。私自身もこの研
修旅行を全力で楽しむことができました。表に立っ
て仕事をする場面は少なかったけれど、少しでもみ
んなの役に立てていたら嬉しいです。これからしば
らく行事はないですが、３月の体育祭に向けてみん
なでがんばりましょう。本当にありがとうございま
した。（    ）  

 今回の沖縄研修旅行で、一番印象に残ったことは
ホストファミリーと英語で過ごした時間です。普段
の英語の授業などで覚えた表現を外国人の方へ使
ってみてそれが通じたことで少しばかり自信が付
きました。３日目のセレモニーでのお礼の言葉も、
この経験があったからこそ英語で言い切れたと思
っています。他にも楽しい事尽くしだった４日間
で、長い準備をやってきて良かったなと思いまし
た。全員の心に思い出として深く刻まれることでし
ょう。本当にお疲れ様でした！（   ） 

 私は沖縄研修旅行を通し、たくさんの思い出と学
びを得ることができました。サングラスをかけた
り、デジカメで写真を撮ったり、花火を見たり、貴
重な経験と新鮮な友達の表情が溢れていました。沖
縄という「いつもと違う場所」でのホームステイや
集団行動だからこそ、個人的な面でも集団的な面で
も成長することができました。事前準備が多く、大
変でしたが、それをはるかに超える、ちむどんどん
するばかりの最高の４日間でした！本当にありが
とうございました！（    ） 

沖縄研修旅行お疲れさまでした。中学最後の研修
旅行をトラブルなく終えることができて良かった
です。レクを考えてくれたレク係さんや司会などを
やってくれた委員の人、旅行をより良くするために
携わってくれてありがとうございました。そして何
より、研修旅行が成功したのは盛り上げてくれた学
年全員のおかげなので、沖縄研修旅行を楽しんでく
れてありがとうございました。正直僕はほとんど仕
事をしていなかったので、来年は頼れる委員長にな
って帰ってきます！（   ） 

沖縄実行委員はとても大変でした。スローガンを
考え、それが書かれた旗をつくったり、研修旅行の
きまりが書かれたしおりをつくり、皆に説明した
り、と忙しかったです。でも実行委員の人で助けあ
い、先生たちの手厚いサポートのおかげで楽しく活
動することができました。実際に当日は皆が安全
に、楽しく過ごしていたので、頑張ったかいがあっ
たと実感できました！支えてくれた仲間と先生に
感謝します！（    ） 

 

 

 

 

 

みちをの独り言 
～どんなときでも、みんなが笑顔で過ごせる、そして英語への挑戦を積極的に続けていける沖縄研修旅行～ 
 「笑顔」と「積極的」人生を楽しむためにも大事な要素。沖縄研修旅行を経験したみなさんならそれがより
深く感じられるのではないでしょうか。楽しいから「笑顔になれる、積極的になれる」のではなく、「笑顔だ
から、積極的だから」人生は楽しめるのです。残りの時間も楽しんでいきましょうね。 


